
弘前大学における男女共同参画推進の取組 

 

弘前大学は、平成21年8月に男女共同参画基本計画・同行動計画を決定、同年10月に男女共同
参画推進室を設置し、平成22～24年度には文部科学省女性研究者研究活動支援事業「つがルネッ
サンス！地域でつなぐ女性人才」を実施した。事業終了後は、支援対象を全ての研究者に拡げ、
さらなる発展を目指している。それらの成果や取組を以下に示す。  

 
【女性教員比率向上に向けた取組】  
１．目標値設定  
本学では、「男女共同参画推進に関わる行動計画」において、「女性教員比率を平成27年までに

20％に向上」するとした(平成21年8月教育研究評議会決定。助手を含む）。  
２．学部・研究科長との面談とプロジェクトチームの発足  
本学の女性教員比率は、平成21年は13.6%だったがおおむね毎年向上し、平成26年には17.8%

になった。しかし、目標値の20％には達していない。そこで、平成25年12月から26年2月にかけ
て全ての学部・研究科長と面談し、状況や問題把握を行うとともに、男女共同参画推進室の部局
選出室員による「女性教員比率向上プロジェクトチーム」を組織した。  
３．学長への提案  
本年4月に学長に「各学部・研究科で女性教員比率等の達成目標を期限付きで決定する」「本学

HP教員公募情報トップに、ポジティブアクション文言を記載する」の提案を行った。前者は現在
検討中であるが、後者は役員会で了承され、本年6月より実施している。(ポジティブアクション
文言「弘前大学は、男女共同参画を推進しており、女性研究者の積極的な応募を歓迎します。」）  
また、農学生命科学部では学部長が本課題に積極的に取組む姿勢を示し、本年4月から、より

積極的なポジティブアクション文言「弘前大学では男女共同参画を推進しております。農学生命
科学部では『男女共同参画基本法』の趣旨により、業績（研究・教育研究評議会・社会貢献）に
おいて同等と認められる場合は、女性の応募者を優先的に採用します。」を公募要領に記載してい
る。これにより、女性教員１名が採用され(本年11月着任予定)、農学生命科学部ではこの２年間
で２名の女性教員が公募採用された。	
 
【ワーク・ライフ・バランス（ＷＬＢ）支援】  

平成25年度までは主に女性研究者に対してWLB支援を行ってきたが、平成26年度からは全
ての研究者を支援対象とし、支援内容の見直しを行った。  

１．子育て・介護中の研究者支援制度  
	
 	
 昨年度までは出産・育児・介護中の女性研究者を対象としたが、今年度からは性別を問わず

ライフイベント(出産・育児・介護)により多忙な全ての研究者を支援対象とした。現在は、
女性３名、男性４名の計７名の研究者に12名の支援員(本学学生)を配置している。  

２．学会参加時の託児支援制度  
	
 	
 昨年度までは本学及び弘前市内で開催される学会等に対し託児費を補助していたが、今年度

からは本学の全ての研究者に対して、国内外の学会等に参加する際の託児費を補助すること
にした。  

３．研究者等のニーズ把握とネットワーク強化  
	
 	
 女性教員と女子学生の交流の場であった「女性研究者フォーラム」を、性別等を問わず誰で

も参加できる「さんかくカフェ」とし、教職員のニーズ把握等を行っている。これにより、
女性医師のための更衣室や女性職員休養室が設置されることになった。  

【次世代育成事業】  
１．女子学生による理系進学相談会  

オープンキャンパスにて、学部を超えた理系分野の女子学生による女子高校生を対象とし
た進路相談会を開催した。  

２．理系女子学生のネットワーク構築の支援  
理系分野の女子学生を対象とした理系女子会を実施した。  

３．女子学生のキャリア教育支援  
研究者支援制度や小・中・高校生を対象にした科学イベントでの指導等を通して、女子学
生へのロールモデルを提示するとともにキャリア教育を行っている。  

 

【連絡先】	
 弘前大学	
 男女共同参画推進室	
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平成21年から5年間で、全学の女性教員（助手を含む）は93名から135名に増加し、女性教
員比率は13.7%から17.8%に増加した（助教以上は16.3%）｡ 
医学研究科（5.7%→14.6%）と医学部付属病院（7.5%→17.2%）は、この5年間で女性教
員が著しく増加した。 
 平成25年10月のJST事後評価ヒアリングにて、学長が「平成27年までに理工学研究科・農学
生命科学部の女性教員を合わせて1.5倍（6名→9名）にする」と明言し、 農学生命科学部は
この2年で女性教員が3名から5名に増加した（4.3%→7.4%）。 
平成26年6月から、全学HPの教員採用ページに全学統一のポジティブアクション文言『弘前
大学では、男女共同参画を推進しており、女性研究者の積極的な応募を歓迎します。』を頁
頭に記載している。 
全学部長・研究科長との面談等を通して意識啓発を行い、農学生命科学部では平成26年4月
から公募要領に全学統一記載より踏み込んだポジティブアクション文言『「男女共同参画社
会基本法」の趣旨により、業績（研究・教育・社会貢献）において同等と認められる場合
は、女性の応募者を優先的に採用します 』が記載され、女性教員1名が採用された。 
また、今年度から教育研究評議会に3名の女性評議員が任命された。 

JST支援事業期間(H22-24) 

 目標 平成27年までに女性教員比率20%  
              （助手含む） 

現在(H25～) 

女子学生による 
理系進路相談会  

（千円） 

（オープンキャンパス）  

科学者発見プロジェクト 
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ひらめき☆ときめきサイエンス 
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（教育学部:小・中・高へ出張実験授業） 

女子高校生を中心とした 
理系研究体験講座 
（青森県進学力パワーアップ推進事業） 

女子高校生工学チャレンジ 
サイエンス･パートナーシップ･プログラム(SPP) 
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